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祭りだワツショイ！

　室野秋祭りが9月4日から5日かけて行わ

れました。4日の夜には演芸会が、また5日

には大人みこしや子供みこしが部落内を練り

　　　　　　　ひととき歩き、取り入れ前の一時を楽しく過ごしてい

ました。
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作曲者の

小島　達夫さん

振り付けをされた

山岸幸子さん

　
先
月
号
で
、
芝
峠
温
泉
音
頭
に
相
沢
美

知
さ
ん
（
松
代
）
の
作
品
が
決
定
し
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
小
島
達
夫
さ
ん
（
新
潟
市
在
住
、
松
代

出
身
）
か
ら
曲
を
、
ま
た
、
山
岸
幸
子
さ

ん
（
室
野
）
か
ら
は
「
た
く
さ
ん
の
人
に
歌

わ
れ
愛
さ
れ
る
音
頭
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
振
り
付
け
を
し
て
い
た

だ
き
、
音
頭
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
紹
介

致
し
ま
す
。

　
な
お
、
松
代
総
合
開
発
株
式
会
社
で
は
、

た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
々
か
ら
歌
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
民
謡
歌
手
等
に
よ
る
テ

ー
プ
等
の
吹
き
込
み
も
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
の
音
頭
が
た
く
さ
ん
の
方
に
歌
い
継

が
れ
、
芝
峠
温
泉
の
よ
り
一
層
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
致
し
ま
す
。

一二三四

芝
峠
温
泉
音
頭

編作作

曲曲詩

小相

島沢

達美

夫知

ぶ
な
の
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
ぬ
け
　
丘
を
上
れ
ば
　
チ
ョ
イ
ト
　
湯
の
香
り

ぜ
ん
ま
い
　
山
う
ど
　
ふ
き
の
と
う
　
春
が
貴
方
を
待
っ
て
い
る

一
度
は
お
い
で
よ
　
人
情
厚
い
　
　
一
度
と
言
わ
ず
に
二
度
三
度

越
後
松
代
　
緑
の
里
へ
　
　
お
ら
が
湯
の
町
　
芝
峠

祭
り
ば
や
し
に
大
輪
咲
か
せ
　
見
下
ろ
す
町
の
　
チ
ョ
イ
ト
　
窓
明
り

山
百
合
　
紫
陽
花
　
花
菖
蒲
　
夏
が
貴
方
を
待
っ
て
い
る

一
度
は
お
い
で
よ
　
人
情
厚
い
　
　
一
度
と
言
わ
ず
に
二
度
三
度

越
後
松
代
　
ホ
タ
ル
の
里
へ
　
　
お
ら
が
湯
の
町
　
芝
峠

稲
穂
の
波
に
誘
わ
れ
て
　
峠
た
ど
れ
ば
　
チ
ョ
イ
ト
　
湯
の
け
む
り

朝
霧
　
星
空
　
虫
の
声
　
　
秋
が
貴
方
を
待
っ
て
い
る

一
度
は
お
い
で
よ
　
人
情
厚
い
　
　
一
度
と
言
わ
ず
に
二
度
三
度

越
後
松
代
　
実
り
の
里
へ
　
　
お
ら
が
湯
の
町
　
芝
峠

白
い
世
界
の
雪
の
華
　
勝
岡
ホ
ラ
貝
　
チ
ョ
イ
ト
　
冬
の
陣

鳥
追
い
　
い
ろ
り
火
　
ス
キ
ー
場
　
冬
が
貴
方
を
待
っ
て
い
る

一
度
は
お
い
で
よ
　
人
情
厚
い
　
　
一
度
と
言
わ
ず
に
二
度
三
度

越
後
松
代
　
春
待
つ
里
へ
　
　
お
ら
が
湯
の
町
　
芝
峠
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作詩　相沢　美知

作曲
　　　小島　達夫
編曲

芝峠温泉音頭
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おかをのぼればぐりぬけぶなのトンネルく

● ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　● ●
■　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　o

● ●

ハぜんまいやまう　ど　ふ　き　の　と　うチョイトゆのかおり

●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
●

σ

● ，

● ●

●

いちどはおいでよはるがあなたをまっている
●

●

●

●

ρ ● ● ○
●

にどさんどいちどといわずににんじょうあつい

●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

●

■

　　　　　　　　　　　　　　　●
の

●

●
● ●

おらがゆのまちみどりのさとへえちごまつだい

o

o

げ｝
つしばと

芝
峠
温
泉
音
頭

　
　
　
　
　
　
リ
ズ
ム
踊
り

加
鷹
鋼
む

微
①　

そ
ろ
え
て

　
　
チ
ョ
ン

　
　
P

　
Q
　
　
”

　
　
均

⑤

振
り
付
け
山
岸
幸
子

創
撰
鋼
む

・②
ー
2
3
4

1
り
乙
3
4

　
　
　
　
　
　
山
開
き

　
　
は
ず
む

。③

ム
ロ
せ
か
え
し

　
　
一
回
訓

ゆ
⑥

④
左
右
と
や
る

頂
戴
し
て

頂
戴
し
て
　
お
月
様

お
L
の
f

　
　
　
　
　
ぐ

⑦
　
　
　
⑧

右
に
向
き
お
じ
ぎ
左
に
㌍
鄭
左
と
開
い
て

3〆斧、

張
丁

⑨
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
⑪

足
を
そ
ろ
え
て

俄
少

⑬
イ

チ
ョ
チ
ョ
ン
が
チ
ョ
ン

⑭
冷ー

⑤

ひ
ざ
に
手
を
お
い
て

　
　
△
7
日
は

　
ゆ
　
測
〉
パ

　
⑫
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“

　
今
年
も
敬
老
事
業
の
一
環
と
し
て
長
寿
者
（
満
八
十
八
歳
以
上
、
米
寿
、

喜
寿
）
と
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者
に
県
、
町
か
ら
祝
い
状
や

記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
該
当
者
の
中
か
ら
関
谷
町
長
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
山
賀
武
司

さ
ん
夫
婦
（
池
之
畑
）
、
柳
久
吉
さ
ん
夫
婦
（
菅
刈
）
、
小
堺
嘉
一
さ
ん

夫
婦
（
松
代
）
、
及
び
米
寿
の
小
堺
ミ
キ
さ
ん
（
儀
明
）
、
関
谷
ミ
ネ
さ

ん
（
松
代
）
宅
を
訪
れ
祝
福
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
町
の
長
寿
一
は
植
木
タ
マ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
た
め
、
石

沢
昌
美
さ
ん
（
海
老
）
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
5
P
長
者
番
付
参
照
）

→
一
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
小
堺
嘉
一

ド

…
・
キ
ヌ
さ
ん
夫
婦
。
　
「
結
婚
当
時

ロ

…
は
三
夫
婦
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
」

ロ

一
と
思
い
出
を
語
る
嘉
一
さ
ん
。

一

ロ

…
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
柳
久
吉
・
き

ロ

…
よ
さ
ん
夫
婦
。
　
「
今
ま
で
に
、
見
舞

ロ

…
い
を
も
ら
う
よ
う
な
大
病
を
し
た
こ

…
と
が
な
い
」
と
久
吉
さ
ん
。

←

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

小
堺
嘉
一
・
キ
ヌ
（
松
代
）

柳
久
吉
・
き
よ
（
菅
刈
）

山
賀
武
司
・
ハ
ル
（
池
之
畑
）

山
岸
多
一
郎
・
ヨ
キ
（
室
野
）

関
谷
良
蔵
・
ヒ
デ
（
松
代
）

市
川
松
太
郎
・
シ
ゲ
（
松
代
）

相
沢
朋
義
・
シ
ユ
（
松
代
）

市
川
芳
蔵
・
ミ
ネ
（
松
代
）

佐
藤
達
栄
・
キ
ヨ
（
松
代
）

高
橋
俊
春
・
ト
シ
（
松
代
）

市
川
三
次
郎
・
ト
マ
（
田
沢
）

市
川
猪
之
松
・
ヨ
キ
ノ
（
池
之
畑
）

宮
沢
庄
以
・
ト
ラ
（
下
山
）

佐
藤
猶
栄
・
ス
ミ
（
千
年
）

柳
宗
市
・
ミ
ツ
エ
（
千
年
）

小
野
島
彦
太
郎
・
ウ
メ
ノ
（
会
沢
）

小
堺
卯
一
郎
・
初
栄
（
蓬
平
）

若
井
留
蔵
・
ハ
ル
イ
（
蓬
平
）

若
井
留
蔵
・
イ
チ
（
蓬
平
）

小
島
良
治
・
ト
メ
（
犬
伏
）

柳
己
好
・
キ
ョ
（
孟
地
）

山
岸
庸
倍
・
テ
ル
（
片
桐
山
）

山
岸
義
政
・
力
子
（
片
桐
山
）

仲
村
時
義
・
ス
ギ
（
儀
明
）

高
橋
福
松
・
シ
ゲ
ノ
（
福
島
）

五
十
嵐
信
夫
・
フ
ヂ
ノ
（
竹
所
）

関
谷
ミ
ネ
（
松
代
）

本
柳
ヨ
シ
（
仙
納
）

小
堺
ミ
キ
（
儀
明
）

小
堺
わ
乃
（
儀
明
）

佐
藤
カ
ツ
ノ
（
儀
明
）

佐
藤
ヨ
シ
ノ
（
室
野
）

佐
藤
吉
一
（
室
野
）

平
成
5
年
度

　
　
国
保
健
康
家
庭

毎
年
、
前
年
度
（
健
康
老
人
は
H
4
年
3
月
～

～
H
5
年
2
月
）
の
一
年
間
、
給
付
を
受
け
な

か
っ
た
国
保
世
帯
と
七
十
歳
以
上
の
健
康
老
人

に
対
し
て
、
健
康
を
祝
し
記
念
品
を
お
贈
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
は
次
の
方
（

世
帯
）
が
該
当
に
な
り
ま
し
た
。
健
康
は
宝
で

す
。
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

部
落
名
　
世
帯
主
氏
名

室
　
野
　
小
堺
　
　
巴

松
代
菅
井
ミ
ヨ

小
荒
戸
山
賀
克

　
　
　
　
口

　
　
屋
　
　
号

あ
ん
ど
う

き
ん
ぜ
ん

お
ば
た
け

室福寺滝　犬蓬会下　　松
　　　　ノノ　　　　　　　　　ノノ　　

野島田沢　伏平沢山　　代
相
　
　
　
誼

市
川
　
　
清

関
谷
　
チ
ヨ

宮
沢
　
欣
一

小
野
島
文
雄

若
井
　
正
博

小
島
　
　
勝

山
本
　
芳
雄

小
林
　
幸
二

井
上
キ
ヌ
エ

美
濃
和
正
一

佐
藤
　
久
年

み
つ
い
や
商
店

ま
つ
が
み
や

お
と
き
ち

は
や
し

し
た
の
さ
わ

は
ち
ろ
い
ん

こ
じ
ま
や

よ
し
や

い
ん
き
ょ

あ
つ
ま
や

ふ
く
だ
や

も
と
や
し
き

酒
◎
湘
歳
以
轟
頑
健
療
老
人
該
当
者
．
－
～

松
代
高
橋
　
清
き
よ
ず
み
や
商
店

松
代
関
谷
マ
キ
た
つ
み
や
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い皿
　
　
「
良
い
子
供
に
恵
ま
れ
、
気
楽
に

ロ

…
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

”
と
、
米
寿
の
小
堺
ミ
キ
さ
ん
。
と
て

い
一
も
若
く
見
え
ま
す
。

　
　
現
在
で
も
、
自
分
で
糸
を
通
し

　
て
針
仕
事
を
行
う
米
寿
の
関
谷
ミ

　
ネ
さ
ん
。
終
．
戦
時
は
、
疎
開
さ
れ

　
て
き
て
大
変
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で

…
す
。

→一一一一一一一一
一

松代町長寿者番付表
　　　　　　　　（9月15日現在）

東 西

氏　名 部落 年齢 順位 氏　名 部落 年齢

石澤　昌美 海　老 98．08 横　綱 山本　オキ 孟　地 97．05

柳　　カツ 犬　伏 96．04 大　関 井上　ツヤ 寺　田 96．01

小堺　ヤス 蒲　生 96．01 関　脇 島田　マサ 千　年 95．02

村山　ナミ 室　野 94．05 小　結

　’
柳　仙太郎 千　年 94．03

松山　セン 犬　伏 94．02 前頭1 蓑輪　ウメ 犬　伏 92．09

市川　廣治 田　澤 92．07 2 石ロ　キミ 松　代 92．07

小堺　キヨ 蒲　生 92．00 3 関谷　勇吉 松　代 91．06

高橋　キイ 福　島 91．05 4 柳　千代野 松　代 91．00

室岡　チヨ 池　尻 90．10 5 高野　亀次 松　代 90．09

し

i　ダイヤモンド婚の山岸多一郎・ヨキさん夫
し

i婦（室野）。ヨキさんは踊りの大師匠として
ロ

i現在も活躍。多一郎さんも釣りなどの趣味を
ロ

i楽しんでいます。
↓

　馳　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一

　覧　　　　　　　　　一一一

　1一一一

〃　　〃　　〃　〃　　〃　　〃

太
　
平

田
　
沢

ノノ　　ノノ

下
　
山

千
　
年

　犬海東会池
〃　　　　　　　　　　〃　〃

　伏老山沢尻

孟
　
地

　　　　室福儀　蒲寺苧’
峠〃〃〃　　　〃　　　〃〃
　　　　野鼻明　生田島

福
原
　
セ
キ

関
谷
　
チ
ヨ

市
川
辰
次
郎

市
川
　
チ
ヨ

高
橋
　
ト
シ

若
井
　
ミ
サ

柳
　
美
代
子

市
川
賀
長
治

高
橋
愛
之
助

市
川
　
　
貢

宮
沢
　
ト
キ

佐
藤
　
辰
平

佐
藤
　
セ
イ

関
谷
　
ラ
ン

関
谷
　
龍
蔵

万
羽
　
　
弘

山
岸
　
ト
イ

中
嶋
　
ク
ニ

小
島
　
タ
ツ

柳
　
達
三
郎

山
本
　
オ
キ

柳
　
文
八
郎

佐
藤
　
サ
ト

柳
　
仙
太
郎

井
上
　
ツ
ヤ

小
堺
　
ヤ
ス

丸
山
　
ナ
イ

中
村
ト
イ
子

西
潟
　
タ
マ

佐
藤
　
ミ
イ

小
堺
已
之
吉

佐
藤
　
　
潔

小
堺
　
　
巴

牧
田
　
チ
ヨ

ふ
く
は
ら

お
と
き
ち

た
ち
ば
な
理
容
所

や
ま
し
ろ
や

越
後
松
代
け
ん
ち
ん
汁
本
舗

よ
こ
み
ち

お
お
た

そ
　
で

あ
ら
や
し
き

は
　
ら

あ
さ
ひ
や

さ
わ
い
り

　
〃
は
ち
い
ん

せ
い
ぜ
ん

ど
う
の
ま
い

・
つ
し
ろ

う
え
う
し
く
び

ま
ん
き
ち

か
ん
ね
ん

ど
う
の
し
た

は
し
ば

き
ゅ
う
ま
つ

も
と
え
も
ん

な
か
や

ま
す
む
ら
や
商
店

げ
ん
じ
ろ
う

ぎ
へ
い

ひ
が
し
や

え
の
す
け

ふ
た
ば
や

あ
ら
や
し
き

あ
ん
ど
う

ど
う
の
し
た
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ほくほく線

駅
前
会
館
名
称

　
皆
さ
ん
に
公
募
い
た
し
ま
し
た
、

駅
前
に
建
設
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
会

館
（
仮
称
）
」
の
名
称
が
九
月
七
日
、

正
式
に
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
公
募
に
は
一
般
者
を
始
め
、
町
内

の
各
学
校
に
も
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

四
百
二
十
人
、
四
百
七
十
一
点
の
応

ふ
る
さ
と
会
館
は
こ
ん
な
建
物
に

、
鞭
雛
磁

藷
嚇
．
♂

、
羅

募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
基
に
関
谷
町
長

を
始
め
、
助
役
、
関
係
課

長
な
ど
が
検
討
し
た
結

果
、
応
募
数
が
十
二
点

と
一
番
多
か
っ
た
「
ふ

る
さ
と
会
館
」
に
決
定

し
た
も
の
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
会
館
」

は
、
平
成
七
年
度
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
建
設

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

町
民
は
元
よ
り
町
外
か

ら
訪
れ
る
方
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
設
に
な
る
予
定
で

す
。
都
会
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
る

の
玄
関
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
『
ふ
る
さ
と
松
代
』

　
　
　
　
　
　
　
同
会
館
に
は
大
き

な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
　
『
ふ
る
さ

と
会
館
』
は
ぴ
っ
た
り
の
名
称
と
言

え
る
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
記
念
品
と
し
て
、
　
「
ふ
る

さ
と
会
館
」
の
名
称
で
応
募
さ
れ
た

方
全
員
に
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
を
、

ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
学
校

順調に工事の進むふるさと会館（9月29日現在
基礎工事が行なわれていた）

に
図
書
券
、
一
般
の
応
募
者
全
員
に

も
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
を
お
贈
り
致

し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
「
ほ
く
ほ
く
線
」
は
、
平
成
八
年

度
中
の
開
業
を
目
指
し
順
調
に
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。
　
一
日
も
早
い
開

通
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

醐燃〔卿昂齢〔燗醐昂伽醤齢昂醐膨昂鯛M創㎜〔聯〔伽ハ聯昂鯛蹴飢吻創燃酬鯛脚吻、〔㎜昂聯勲卿翻帰緋〔1㎜齢脚昂聯劇聯〔鯛國肱酬耀〔1㎜鰍爆伽勲卿〔聯〔齢〔鯛階勲帰倣鰍脇‘酬鯛聯』脚鰍層吻〔伽

＝
二
一
．
　
　
　
”
．
コ
　
　
　
　
．
づ
一
．
ニ
ニ
・
二
∫
二
二
．
．
，
．
9
．
～
～
・

有
権
者
数
四
、
〇
一

　
九
月
二
日
に
選
挙
人
名
簿
の
定
時

登
録
が
行
わ
れ
、
新
し
い
有
権
者
（
選

挙
人
名
簿
登
録
者
）
数
が
確
定
し
ま

し
た
。
有
権
者
数
は
四
、
〇
二
六
人

で
、
昨
年
よ
り
七
十
人
（
男
4
0
人
、

部落別有権者数（9月2日現在）

．
～
．
　
　
　
．
つ
　
プ
．
二
　
．

　
　
一
六
人

　
　
　
9
月
2
日
現
在

女
3
0
人
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
参
照
）

　
選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
す
。
棄
権
の
な
い
よ
う
み
ん

な
そ
ろ
っ
て
投
票
致
し
ま
し
ょ
う
。

部落名 男 女 計 部落名 男 女 計

松　　代 461 537 998 片桐山 11 9 20

松代新田 57 49 106 滝　　沢 17 17 34

小荒戸 43 43 86 中　　子 5 6 11

太　　平 49 50 99 苧　　島 42 41 83

菅　　刈 42 42 84 田野倉 65 73 138

田　　沢 38 37 75 仙　　納 25 25 50

小屋丸 7 6 13 莇　　平 38 40 78

池之畑 23 23 46 寺　　田 39 45 84

下　　　山 29 26 55 名　　平 8 12 20

千　　年 82 93 175 蒲　　生 105 111 216

池　　尻 18 17 35 儀　　明 97 113 210

会　　沢 31 27 58 福　　島 27 43 70

清　　水 24 21 45 奈良立 15 18 33

桐　　　山 19 15 34 室　　野 159 189 348

蓬　　平 84 88 172 竹　　所 16 13 29

東　　山 9 11 20 濁 1 1 2
海　　老 31 28 59 峠 40 48 88

犬　　伏 104 107 211 木和田原 35 36 71

孟　　　地 37 33 70 計 1933 2093 4026
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i生き！活き！　　i
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i員は、人工呼吸や包帯によ　i

iる止血など手作業による救　i
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i急措置しか認めていません　i
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1が、アメリカでは特別の教　i
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1育を受けた隊員はパラメデ1
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iイックと言って医療行為に　i
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iうことができます。　　　　i
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i　日本でもこのパラメディ　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
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1春から、新たな国家資格と　1
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1して「救急救命士」制度が　l
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i　この救急救命士制度の普1
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i及によって、多くの救急患　i
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健康づくりについて

晦15

　昨年の生涯学習についての意識調査をみると、町の新設・充実したい施設の

第1位は「保健、健康センター」で、町民の健康づくりについて関心の深さが

伺えます。

　最近は健康ブームといわれ、テレビでも健康番組や健康食品、健康器具の宣

伝が目につきます。これは、環境の破壊や、水、食べ物に対する不安、子供の

アトピーの増加、過労死などの労働問題などが背景として考えられます。また

個人的にも、頭痛や腰痛、肩こりなど漢然とした症状に不安を持っていて「何

かおかしい」と思っている人も多いようです。

　健康というのは肉体的に完全な状態を言うのではなく、精神的なことも含め、

より人間的に生きようとする心の状態を言うのではないでしょうか。今日より

明日、より充実した人生を送ろうというダイナミックな人間の状態、たとえ一

つや二つ病気があっても、朝、目覚めたとき「今日もやるぞ」という姿勢で生

きている人は健康といえるでしょう。したがって健康づくりの目標は「体が健

康になる、丈夫になる」ではなく、「よりよい人生を送る」ための手段と考え

　　　　　　　　　　ヤて言いのではないでしょっか。

　健康づくりの考えが広まっていけば、よりよい人生、充実した人生を送れる

ような「健康で豊かな社会」が築くものと思います。

◎加入している人

　　　　任意4，404人
　　　　　（0．9男）

第3号
191，663人

（37．3％）

　
人
L

数
醐
筋

総
臓
⑳

　
5
1

第1号
317，475

　　人
（61．8％）

◎受けている額
　　　　………・…………9・一福祉年金…
6，652，676千円

（鰯　 i懲翻円
　　　　………・・…・一…・・遺族給付……

　　　　23。792，089　　　　　　千冊一…轄鮒”●
　　　　（15．6％）

　　総額　　152，256β40

　　　千円　　（100。0％）　　　　　…………老齢給付・…

119，494，025千円

　（78．5男）

　
あ
な
た
は
、
　
「
年
金
」
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
国
民
一
人
ひ
と
り
に
年
金
を
考
え

て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
全
国
的

に
設
け
ら
れ
た
の
が
、
十
一
月
六
日

か
ら
十
二
日
ま
で
の
「
年
金
週
問
」

で
す
。
ま
た
、
県
と
市
町
村
で
は
、

十
月
と
十
一
月
を
「
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
に
年
金
制
度
の
仕

組
み
や
内
容
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
理
解
を
よ
り
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
期
間
中
い
ろ
い

　　◎受けている人

3，735人
（1，0％）　　　　23，074

…獅堤（6菊
．．．．．．．．．．．（z：負

　
人
）
，

数
鵠
総
醗

317，699人
（85．2％）

ろ
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
わ
が
国
の
年
金
制

度
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

長
寿
社
会
と
な
っ
て
も
安
心
し
て
頼

れ
る
「
年
金
」
と
し
て
、
大
切
に
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
老
後
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

年
金
は

主
人
公

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て

7



囮凹劉堕劉

ア

遊
び
感
覚
で
自
然
環
境
と
の
共
生

　
　
　
　
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
ー

　
　
　
　
ス
ワ
ー
ク
9
3
「
ぶ
な
の
森
か
ら
の
贈

　
　
　
　
り
物
」
が
九
月
二
十
五
日
、
二
十
六

　
　
　
　
日
の
両
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

、
四
確
嬢
野
勧
叢
詳
町

堕
蔀
蹉
彗
で
今

留
会
場
に
は
新
潟
、
長
岡
　

　
　
　
　
上
越
市
な
ど
か
ら
二
日
間
で
延
べ
五

堕
百
人
が
訪
れ
、
講
演
や
ぶ
な
の
森
コ

スの
7穂

ク自

ン
サ
ー
ト
、
外
国
料
理
や
自
然
食
料

理
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
二
日
間

自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
ひ
げ
先
生
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
野
紫
木
洋
さ
ん
（
能

生
町
）
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
、
野

紫
木
さ
ん
は
、
研
究
し
て
い
る
「
オ

コ
ジ
ョ
」
な
ど
の
動
物
の
生
態
を
通

し
て
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
ぶ
な
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
ー
で
は
、

フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
で
有
名
な
染
谷

壱
93

開
催

，

ひ
ろ
し
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
メ
ロ
デ
ィ

や
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
」
な

ど
の
ポ
ピ
ュ
ラ
i
音
楽
を
演
奏
、
H

で
は
、
伊
藤
公
朗
・
美
郷
さ
ん
夫
妻

が
イ
ン
ド
の
古
典
楽
器
シ
タ
ー
ル
を
、

常
味
裕
司
さ
ん
が
ア
ラ
ブ
古
典
楽
器

ウ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
し
、
参
加

者
は
時
と
空
間
を
超
え
、
豊
か
な
音

色
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
の
一
流
シ
ェ

フ
、
ヴ
ェ
ル
・
カ
ナ
デ
イ
さ
ん
に
よ

る
イ
ン
ド
料
理
や
安
藤
耀
顔
さ
ん
に

よ
る
自
然
食
料
理
体
験
、
松
永
洗
さ

ん
に
よ
る
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や

五
十
嵐
貞
子
さ
ん
に
よ
る
廃
油
を
利

用
し
た
石
け
ん
作
り
な
ど
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
遊
び
感
覚
で
自
然
と
の
共

生
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

染
谷
ひ
ろ
し
さ
ん
の
フ
ラ
メ
ン
コ

　
参
加
者
全
員
で
の

く
記
念
写
真

プ
、
カ
レ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
七
種

類
の
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

約
五
時
間
か
け
て
で
き
上
が
っ
た
の

は
、
三
十
種
の
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
た

本
場
の
南
イ
ン
ド
料
理
。
　
「
ひ
ゃ
1

辛
い
」
と
、
そ
の
辛
さ
に
は
び
っ
く

り
し
な
が
ら
も
、
　
「
イ
ン
ド
で
は
、

い
つ
も
こ
う
い
っ
た
料
理
を
食
べ
て

い
る
ん
で
す
か
」
「
ど
の
く
ら
い
の
ス

パ
イ
又
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」

と
い
っ
た
質
問
を
し
な
が
ら
、
イ
ン

ド
の
味
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
お
嫁
に

来
ら
れ
た
若
井
エ
デ
ィ
タ
さ
ん
ら
に

よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
も
味
わ
い
、

中
・
高
校
生
ら
は
「
食
の
異
文
化
」

を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

8

キ
や
シ
プ
で
心
あ
交
歓

噂

　　零輔㌧講i
▲

インドのシェフ、ラジニツシュ

アロラさんの指導によりインド

に挑戦する高校生

国
際
交
流
キ
ヤ
シ
プ

　
外
国
青
年
と
共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
お
互
い
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
」
が
九
月
十
日

か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
が
町
内
の

中
・
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
三

年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
キ

ャ
ン
プ
を
通
し
て
言
葉
や
文
化
を
超

え
た
「
地
球
家
族
の
一
員
」
と
し
て

の
意
識
を
育
て
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。　
今
回
は
、
松
代
高
校
の
英
語
指
導

助
手
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
オ
ブ
ラ
イ
エ

ン
さ
ん
を
始
め
、
米
、
英
、
豪
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
の
計
五
力
国
の

青
年
と
、
中
・
高
校
生
二
十
五
人
が

参
加
し
ま
し
た
．

　
ゲ
ー
ム
や
歌
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
通

し
て
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、
イ
ン
ド

政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
フ
、

ラ
ジ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ア
ロ
ラ
さ
ん
指
導

に
よ
る
イ
ン
ド
料
理
も
体
験
。
ス
ー



ご
寄
付
あ
り
が
セ
う
ご
ざ
い
ま
し
た

レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
に
大
シ
ャ
コ
貝

　
す
で
に
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
芝
峠
温
泉

レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
の
玄
関
に
大
シ

ャ
コ
貝
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
青
楓
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
創
設
者

で
あ
る
青
山
早
次
郎
さ
ん
が
、
宿
泊

棟
の
オ
ー
プ
ン
記
念
に
ご
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。
青
楓
チ
ェ
ー
ン
ス
ト

ア
は
、
当
町
か
ら
出
稼
ぎ
等
で
勤
め

ら
れ
た
方
も
多
い
ス
ー
パ
ー
で
、
ご

存
じ
の
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
大
シ
ャ
コ
貝
は
熱
帯
の
海

に
住
む
世
界
最
大
の
貝
で
、
世
界
七

宝
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
輸
入
な
ど
が
禁
止
さ
れ
、
保
護

さ
れ
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
ま

だ
、
ご
覧
に
な
ら
な
い
方
、
峰
の
お

ふ
ろ
で
も
利
用
さ
れ
な
が
ら
、
珍
し

い
大
シ
ャ
コ
貝
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鰻

鰭

寄贈された大シャコ貝

〆
嘱
講
－

当
町
に
，
オ
ニ
や
シ
マ
生
息

　
八
月
末
、
　
「
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
」
の

当
町
に
お
け
る
生
息
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
確
認
し
た
の
は
、
高
橋
八
十

褐1八

コオニヤンマ（左）とオニヤンマ

オニヤンマに比べ、頭が小さく

後ろ足が長い

福
島
地
区
で

八
さ
ん
（
福
島
）
の
お
孫
さ
ん
に
当

た
る
佐
藤
祐
二
君
（
柏
崎
市
）
。
祐

二
君
は
捕
ま
え
た
ト
ン
ボ
が
オ
ニ
ヤ

ン
マ
に
似
て
い
る
が
、
少
し
違
う
こ

と
に
気
づ
き
調
べ
た
結
果
、
　
「
コ
オ

ニ
ヤ
ン
マ
」
と
分
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
松
代
町
史
」
上
巻
に
よ
り
ま
す

と
、
当
町
に
お
い
て
は
四
十
一
種
の

ト
ン
ボ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

同
種
の
名
前
は
な
く
、
当
町
に
お
け

る
初
の
確
認
に
な
る
よ
う
で
す
。
同

種
は
一
見
オ
ニ
ヤ
ン
マ
に
似
て
い
ま

発
見

す
が
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
に
比
べ
頭
が
小

さ
く
後
ろ
足
が
長
い
、
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
所
属
も
ヤ
ン
マ
オ

　
ニ
ヤ
ン
マ
科
で
は
な
く
、
サ
ナ
エ
ト

　
ン
ボ
科
で
、
止
ま
る
の
も
、
草
の
葉

先
や
小
枝
で
は
な
く
、
地
面
に
止
ま

る
習
性
の
よ
う
で
す
。

　
今
年
は
、
も
う
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
来
年
の
小
学
生
等
の
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
、
ト
ン
ボ
の
観

察
な
ど
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
新

種
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

w

献
血
を

　
　
あ
り
が
と
う

9
目
2
日
　
役
場
前

山関堀関室齋小関柳柳長
　　　　　　　　　　谷
岸谷川谷岡藤松谷　　川

一和里利健民和八一和

美郎郎子徹良夫美彦一雄

関小鈴武出佐村笠関佐
　野
谷島木田村藤山原谷藤

一
　
弘

正
　
義

和美昌芳　信良
　津

子子芳夫豊一一等

第
1
2
回
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
月
5
日
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

優
　
勝

二
　
位

三
　
位

伊
沢
ロ
ー
ド

　
　
ウ
オ
ー
リ
ア
ー
ズ

太
平
友
の
会

新
町
イ
ー
グ
ル
ス

9



O

山
田
耕
律
先
生
作
曲
の

　
　
蒲
生
小
学
校
校
歌
の
思
い
出

　
山
田
耕
搾
先
生
作
曲

　
蒲
生
小
学
校
校
歌

　
ぶ
な
の
林
の
風
光
る
…
…
…
…
…

　
昭
和
二
十
二
年
、
私
が
六
年
生
の

時
発
表
さ
れ
た
山
田
耕
搾
先
生
作
曲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ら
い

蒲
生
小
学
校
校
歌
で
す
。
爾
来
六
十

歳
に
至
る
ま
で
、
片
田
舎
の
小
学
校

校
歌
を
、
ど
う
し
て
天
下
の
作
曲
家

に
作
曲
し
て
い
た
だ
け
た
の
か
疑
問

を
い
だ
き
な
が
ら
、
風
薫
る
春
は
勿

論
の
こ
と
、
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
下
、

自
然
と
口
ず
さ
ん
で
き
た
名
曲
で
す
。

　
蒲
生
小
学
校
は
風
光
明
媚
な
丘
陵

に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
山

平
中
学
校
（
私
が
三
学
年
に
落
成
）
、

現
早
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
共
に
す
ば
ら

し
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。

　　　　警

（千葉県市川市在住

　　　　蒲生　徳兵衛）

春
　
残
雪
の
中
、
ぶ
な
が
芽
吹
き
、

こ
ぶ
し
の
花
が
咲
く
風
薫
る
学
窓
で

し
た
。

秋
　
紅
葉
そ
し
て
落
葉
、
澄
み
き
っ

た
秋
空
に
遠
く
赤
倉
、
妙
高
、
菱
ケ

岳
、
米
山
、
黒
姫
、
八
海
、
駒
ケ
岳
、

苗
場
等
が
眺
望
出
来
、
特
に
晩
秋
落

葉
樹
林
越
し
に
学
窓
か
ら
眺
め
る
冠

雪
し
た
焼
山
の
噴
煙
は
、
神
秘
的
に

感
じ
た
も
の
で
し
た
。

初
冬
　
北
側
の
落
葉
樹
林
に
パ
ウ
ダ

ー
ス
ノ
ー
が
付
着
し
、
朝
日
が
九
十

度
反
射
し
て
学
窓
に
キ
ラ
キ
ラ
光
る
、

文
字
通
り
ぶ
な
の
林
の
風
光
る
風
景

で
し
た
。

こ
の
度
、
蒲
生
小
学
校
閉
校
記
念

山
岸

徳
市

誌
に
寄
稿
さ
れ
た
小
堺
昌
隆
さ
ん
の

手
記
を
拝
読
し
て
、
校
歌
誕
生
の
一

部
始
終
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

山
平
会
報
創
刊
号
に
も
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
蒲
生
小
学
校
は
閉
校
と

な
り
松
代
小
学
校
に
合
併
さ
れ
ま
し

た
。
蒲
生
小
学
校
校
歌
は
松
代
町
の

文
化
財
で
す
。
松
代
小
学
校
に
て
末

長
く
保
存
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
．

＼焼山
高妙

晩秋初冬北風が吹いて南になびいて

いたようです

会報第3号（12月発行）の

原稿及び広告募集
原　稿　あなたの近況、民話、よもやま話、会

　　　　活動、歌、俳句、短歌などなど、ご自

　　　　由にどうぞ。（スナップ写真も添えて

　　　　下されば幸いです）

広　告　有料ですが、どなたでもご掲載下さい。

　　　締め切りは、10月30日です。

送り先〒101

　　　東京都千代田区神田神保町1－62

　　　　　　青樹社宛て

　　　　TELO3（3294）5225　FAXO3（3291）1931

　※　松代町在住の方でも、お気軽にどうぞ

新年会は平成6年1月16日（日）です。

　詳細は来月号でお知らせ致します。

新倉員募集
轡

現在800余名

年3，000円

①松代町役場発行の「広報まつだい」毎月送呈

②幼馴染との再会、近況交流、情報交換

③会報、住所録の取得

④新年会、旅行、集会、シンポジウム、会報

　　発行などの実施

⑤郷里松代町との交流、その他

※お問い合わせは下記へ

数
費
典

員
会
会
特

松代地区 市　川　昭　二 03（3999）3001

峰方地区 秋　山　佐久代 03（3898）8534

山平地区 小　堺　昌　隆 048（726）1820

奴奈川地区 牧　田　嘉　正 03（3678）0360

伊沢地区 石　田　龍　作 03（3879）0404

10



い

い

文
朔車

脚云

は
さ
み
の
音

狸
　
　
　
訟

一

灰
色
の
空
が
拡
が
っ
て
い
る

私
は
花
し
ょ
う
ぶ
を
勇
る

老
い
の
ふ
た
り
暮
ら
し
は
　
会
話
も
と
ぎ
れ
が
ち
に

せ
め
て
花
を
飾
ろ
う
か
と

む
ら
さ
き
の
花
し
ょ
う
ぶ
を
勇
っ
て
い
る

「
い
い
で
す
ね
　
は
さ
み
の
音

　
鳴
る
た
び
に
小
さ
な
朝
風
が
生
ま
れ
る
よ
う
」

ふ
い
に
背
後
か
ら
若
い
声
が
か
か
る

は
き
は
き
と
新
鮮
な
声
だ

振
り
向
け
ば
　
ど
こ
の
娘
さ
ん
だ
ろ
う

屈
託
の
な
い
笑
顔
が
さ
わ
や
か
に
立
っ
て
い
る

そ
れ
に
し
て
も

は
さ
み
の
音
が
い
い
　
な
ん
て

そ
の
音
に
朝
の
風
が
生
ま
れ
る
　
な
ん
て

相
　
沢
　
ヨ
シ
子

若
い
の
に
．
若
い
か
ら
と
言
う
べ
き
か

油
断
で
き
な
い
い
い
感
性
　
し
て
い
る
！

憎
ら
し
い
け
れ
ど
勝
負
あ
っ
た
　
と
思
う

梅
雨
の
晴
れ
間
の
よ
う
な

笑
顔
を
の
こ
し
て

さ
っ
さ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
彼
女

つ
　
ゆ
　
こ
も

梅
雨
籠
り
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る

私
の
「
ゆ
う
う
つ
な
朝
」
も

一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
ら
し
い

久
し
ぶ
り
の
い
い
朝
！
　
そ
う
独
り
ご
ち
な
が
ら

好
き
な
黄
の
色
の
水
盤
に

花
し
ょ
う
ぶ
を
い
け
る

む
ら
さ
き
の
花
し
ょ
う
ぶ
を
い
け
る

ぐ謝齢帽』
解卸崇（⊃

ぐ
だ
モ
の
ま

∪
王
犬
｛
谷
に

　
よ
し
ー
，
監
，

く二～＼〃／・

やヨ

＼～僅
嚢．

お
つ
か
い
に

行
・
て

乙
箪
呑

　
　
　
望諭
　じし1誇）
詳
．

／μ

ミ
ω
＾

オ
し
》
い
ン
∂

リ
ん
、
、
）

バ
ナ
ナ
　
　
妻

　
。
バ
ィ
ン
：
，
≧

み
と1’
う乃’

　〃鰯イ
　履
灘＼

　　　　　　　　　　　　、、1
　　　　　　　　　　　　　　　ノう　　　　　　　　　　　＼　　　　　∠　　　　　　　　　　　逐創

倉　　　　　　　　　　　◎～　　、　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　ヘ　りヂ　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　しー　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　o　　　ミ　’ρ・

獲
の
薫
恭

羅
礁
鞭
灘
礁
麟
霧
繋
藻
穫
響

　
猫
に
マ
タ
タ
ビ
と
言
う
が
、
猫
が

こ
れ
に
じ
ゃ
れ
る
様
子
は
す
ご
い
し
、

疲
れ
き
っ
た
旅
人
が
、
マ
タ
タ
ビ
の

実
を
食
べ
て
、
さ
ら
に
元
気
百
倍
旅

を
続
け
た
と
い
う
マ
タ
タ
ビ
語
源
説

と
合
わ
せ
て
、
昔
か
ら
強
精
薬
と
さ

れ
て
い
る
。

　
雌
雄
別
株
の
つ
る
性
落
葉
植
物
。

夏
、
梅
に
似
た
純
白
の
花
を
下
向
き

に
つ
け
る
が
、
花
の
時
期
に
葉
の
先

は
、
半
分
だ
け
白
く
変
色
す
る
。

　
こ
れ
は
遠
く
か
ら
で
も
目
立
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
昆
虫
の
飛
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

黒
先
白
死
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
す
ぐ
に
切
っ
て
は
ダ
メ
。

　
5
分
で
1
級
、
3
分
以
内
で
有
段

者
。

　　　　o寸4∠2，q血⑦9蕾’94
）吾4峰みε蓄コZ日o士拷遅ギ茎（O
I蕾9γ省：鶴評・〉宵一一〈鶴ヨr聲巽〉

ウ
① 乙
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野』階昂鯛階勲層聯〔醐膨』M帰卿昂鯛蹴』醗』購』嚇’厳鯛牌酬鯛嚇四醗』騨勲卿』酔〔綱附鰍処納鯛黙齢〔鯛M賜鯛酬”讐
喚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

1事はありません。こうした火災は、ほとんどが火の取扱いの不注意、l

l不始末から起っています。出火原因は、たばこ、たき火、火あそび、ガ　1

凱＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ秋季火災予防運動10月26日㈹～11月1日（月）1

「防火の輪つなげて広げてなくす火事」　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　わが国の火災原因のほとんどが失火です。長い歳月汗と脂で築い　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、　　　　　　　りた財産も、一瞬のうちに何も残らない灰となってしまっっえに・最1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ近の火災は多数の焼死者をだすなど、人間にとって、これほど悲しい　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒

スコンロなどがありますが、すべての火災は、ささいな事から起っ　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りていることが多いのです。すなわち“マッチー本火事の元”　　　§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睾
　　　　σ》　　　　　、夢　　　　　　　　　　　　　1
イト　　　シ’＝・欄峨9’夷サ・盤1

　へご〆一　ず’．1し・　1　つ　o乙ン　　　　　　ベ　　・冗　桝’κ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

県農業大学校学生募集

　新潟県農業大学檬は平成6年

度の学生を次により募集してい

ます。　（全寮制）

》募集人員

　総合農業科　　25人程度
　蚕　業　科　　若　干　名

　　園　芸　科　　25人程度

　畜産科　15人程度
1〉修業年限　　2年

1〉応募資格

　　高等学校卒業者（平成6年

　　3月卒業見込みを含む）又

　　はこれと同等以上の学力が

　　あ1）、おおむね25歳以下の

　者
1〉問い合わせ先

　新潟県農業大学校

　〒953西蒲原郡巻町大字巻
　　甲12007

　　　（電話0256－72－3141）

上越保健所
内　　　　　容

月
子供のことばの発達に

ついて

火 食物繊維の話

水 女性に多い尿失禁

木
お年寄『）が自分ででき

る健康点検

金土日 献血ひとロメモ

＊金・土・日曜日には同じ内容

が流れます。

＊時間帯：平日午後5時から翌

　　　　日午前8時30分まで
　　　　土・日日程日　・ネ兄日は

　　　　終日
＊上記以外の時間帯は、直接職

員が健康相談に応じます。

＊電話番号：0255（23）1315

　　　圏本爺イ蕊一協会・各種講習会開催案肉

o普通第一種圧力容器取扱作業主任技能講習会

会　　　　　　　　　場 期　　　　日 時　　澗 ｛　　　　口
疋　　貝

タ　　チ　　バ　　ナ　　ビ　ル

（新潟市東大通2－2－18）

11月25日（木〉

　　26日（金）

9：00～17：00
9：00～16：00 50名

ポリテクセンター新潟
　（長岡市住吉3－1－1）

12月7日（火）

　　8日㈲
9：00～17：00
9：00～16：00 50名

○ボイラー取扱作業主任能力向上教育

会　　　　　　　　　場 期　　　　日 時　　間 声　　　　口
疋　　貝

タ　　チ　　バ　　ナ　　ビ　　ル

（新潟市東大通2－2－18）
11月10日㈲ 9：00～17：00 50名

　　　とも　はる
井上智晴くん

　　5　歳
寺田　きゅうすけ

δ
～
ん
后
δ
（
見

小堺鮨、て
蓬平4擦建築わ

　　　　　　　　つ

　　　ゆう　　き

高野裕貴くん

　　5　歳
松代　たけよし

，
●
，
●

特養老人ホームみなかみの里

　職貝募集
　平成6年4月1日から運営す
る「特別養護老人ホームみなか

みの里」　「みなかみの里ディ・

サービスセンター」に勤務し、

施設に入園・通園する老人のお

世話をしていただく職員を次の

とおり募集します。

募集人員　男子、女子若干名

応募資格　昭和39年4月2日以

　　　降生れ、高校卒業以上

　　　の学歴を有する者

受付期間　平成5年10月1日～

　　　平成5年10月30日まで
一次試験　平成5年11月7日（日）

問い合わせ　新井頸南福祉会

　　　TELO255（73）7733
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葭馨鍵

韓

脇、謬嚢

　119番は火災・救急等の発
生を知らせる重要な番号です。

119番通報するときは、次の
ことに気をつけてください。

　（1）落ち着いて話しましょう。

　（2〉火災か、救急か、災害か

　　を告げる。

　（3〉場所、番地、世帯主氏名、

　　目標物を告げる。

　（4）あなたの名前と電話番号

　　を告げる。

※なお、119番は、東頸消防
　署（安塚）で受信されます。

　一般電話については、松代分

　遣所（7－2310）です。

新潟県

　最低賃金改定

平成5年10月1日より

日額4，496円
時間給　　563円

13

労働保険の

　加入はお済みですか

「働くみんなのパートナー

　　正しく手続労働保険」

　10月は「労働保険適用促進月

間」です。労働者を一人でも雇

用している事業主は、労働保険

（雇用保険・労災保険）に加入

していただくことになっており

ます。両保険とも労働者が安心

して働くためには欠くことので

きない制度です。

　まだ加入手続をとられていな

い事業主の方は、是非最寄りの

労働基準監督署又は公共職業安

定所で加入手続をお願いします。

　なお、相談、お問い合わせに

ついてもお気軽にお尋ねくださ

い。

お問い合わせ先

　高田労働基準監督署

　　　（盈0255－24－2111）

ハローワーク上越

　　　（盈0255－23－6121）

轟る謙愚¢酬茨賞礁晶募集

タイトル

　第2回ふるさとC　M大賞

内　　容

　新潟県内各市町村の特長を表

　現しているもの（未発表のも

　のに限ります）

作　　品

　8mmビデオ又は、VH　Sビデ
　オ　60秒以内、30秒以内、15

　秒以内

資　　格

　アマチュアの作品に限ります。

募　　集

　平成5年8月～11月末まで

　賞　CM大賞　1作品
　　　●製作者に賞状・トロフ

　　　　ィー　副賞10万円

　　　　日本旅行オーストラリ

　　　　アの旅ペアー御招待

　　　●市町村に感謝状

　　優秀賞　5作品
　　佳　　作　10作品
作品応募先

　B　S　N新潟旅送　ふるさとC

　M大賞係　盈025（267）4111

　〒951新潟市川岸町3－18

＊内科診療日

　午前診療

　　月曜日から土曜日までの毎日（但し第1土曜日及び第3土曜日は休診）

　受付時間　午前8時30分～11時30分まで
　午後診療日

　　月曜日、水曜日、金曜日の週3日間

　受付時間　午後1時～3時30分まで
＊整形外科診療日

　午前診療日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　木曜日の週1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●（●
　受付時間　午前8時30分～11時30分まで　　　　　　）

　午後診療日

　　月曜日の週1日　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　受付時間　午後1時～3時30分まで　　　　　　　　o
＊糖尿病グループ外来

　診　療　日

　　月曜日、水曜日、金曜日の週3日間

　診療時間　午前8時30分～9時まで

受診を希望される方は県立松代病院内科外来（7）2100まで連絡
　ください。

＊訪問診療、訪問看護を希望される方へ

　県立松代病院では、現在訪問診療、訪問看護を実施しております。疾

病等で寝たきり状態の方で訪問診療、訪問看護を希望される場合は、

内科外来（7）2100まで連絡ください。
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室野に

戻，て来て
佐藤春美さん（室野）

　
私
が
室
野
に
来
て
、
早
く
も
三
年

が
た
ち
ま
す
。

　
帰
っ
て
来
て
す
ぐ
に
、
青
年
会
の

仲
間
へ
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
青

年
会
に
入
っ
て
、
若
い
人
達
と
過
し

て
い
る
と
、
帰
っ
て
来
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

1蓼

　
九
月
四
日
、
五
日
と
、
室
野
で
は

秋
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は

部
落
の
人
達
全
体
が
一
つ
に
な
り
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
す
。

　
青
年
会
で
も
、
毎
年
、
演
芸
会
で

茶
番
劇
を
や
り
ま
す
。
こ
の
劇
が
、

毎
年
評
判
が
良
く
、
祭
り
の
名
物
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
毎
日
、
忙
し
い
中
、
夜
遅
く
ま
で

集
ま
り
、
大
道
具
作
り
や
台
本
作
り

に
頑
張
り
ま
し
た
。
練
習
す
る
時
間

も
あ
ま
り
な
く
、
そ
れ
で
も
本
番
は
、

す
ば
ら
し
い
劇
が
出
来
ま
す
。
こ
ん

な
毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
し
、
部
落

の
方
々
と
も
祭
り
を
通
し
て
知
り
合

え
る
の
で
、
青
年
会
に
入
れ
て
も
ら

っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
す
ば
ら
し
い
祭
り
が
、

祭
り
を
進
行
し
て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ

フ
の
方
の
お
か
げ
で
出
来
ま
し
た
。

大
演
芸
会
で
は
、
部
落
の
皆
様
の
す

ば
ら
し
い
踊
り
、
太
鼓
、
歌
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
出
し
物
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
松
代
町
の
全
体
で
は
、
ど
の
く
ら

い
の
部
落
が
盛
大
に
秋
祭
り
を
し
て

い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
度
、

室
野
の
秋
祭
り
を
見
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
。
と
て
も
楽
し
い
一
日
を
過
ご

す
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
こ
の
室
野
に
帰
っ
て

来
て
、
温
か
い
声
を
掛
け
て
下
さ
っ

た
部
落
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
で

一
生
懸
命
、
自
分
な
り
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
松
代
町
の
良
さ
は
、
人
々
の
や
さ

し
さ
、
温
か
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
自

然
豊
か
な
こ
の
地
で
あ
る
か
ら
、
や

さ
し
い
人
々
が
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
自
然
を
大
切
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
松
代
町
の
発
展
を
願
い
、

終
わ
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

圃團勘團回
（8月26日～9月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

　　れん　た　ろう
小堺錬太郎ちやん真吾・ますみさん

　　（2男・室野・小堺板金）
　　ゆう　や
菅井雄也ちやん幹雄・洋子さん

　　（長男・苧島・文左工門）

　男　　2，448人　　（＋4人）

　女2，519人（一3人）
　計4，967人（＋1人）
世帯数1，502世帯（一3世帯）

　出生3人　　死亡4人

　転入9人　　転出7人
　　　（5年9月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圓
圃

ご冥福を祈ります（死亡）

高澤カズさん　　91歳

　　　　　　（松代・高澤組）

石田リャウさん　79歳

　　　　　　（苧島・幸工門）

市川セツさん　　　57歳

　　　　　　（松代・松栄屋）

若月繁久さん　　　62歳

　　　　　　（室野・坂元屋）

※この欄に記載を希望されない方は、届

　出の際に戸籍係にお申し出ください。

ずわこつ）

▼
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
（
八
ぺ
ー
ジ
）

に
取
材
に
行
き
、
本
場
の
南
イ
ン
ド
料

理
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
辛
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
大
変
な
も

の
で
、
「
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
」
と
い

う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
。
カ
レ
ー
な
ど
も
、

ス
パ
イ
ス
が
粉
や
液
体
に
加
工
さ
れ
た

も
の
で
な
い
た
め
に
“
む
さ
っ
ぽ
く
”

大
方
の
日
本
人
の
口
に
は
合
わ
な
い
な
、

と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
。
▼
食
べ
物

ひ
と
つ
で
も
こ
れ
だ
け
違
う
わ
け
で
、

言
葉
、
宗
教
な
ど
の
違
い
も
考
え
る
と
、

「
世
界
平
和
」
と
か
「
人
類
共
存
」
な

ど
と
言
う
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
な
か

な
か
大
変
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
逆
に
こ
う

い
っ
た
キ
ャ
ン
プ
が
大
切
に
な
る
わ
け

で
、
来
年
は
も
っ
と
多
く
の
中
・
高
校
生

か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
今
か
ら
「
ピ
①
け
、
ω
ω
ε
α
く
国
口
ひ
Q
房
げ
」
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　あき　　しか　　ふえ　　　よ

＊秋の鹿は笛に寄る

鹿は秋になると発情して、互い
　　　　　　　　　　　めを求めあう。こんなとき雌鹿の
　　　　　　　　　　　　お鳴き声そっく『）の笛を吹くと雄

鹿がだまされて集まってくるこ

とから、弱点をつかれてだまさ

れやすいこと。

　あき　ひがん　のうか　やくび
＊秋の彼岸は農家の厄日

米作ケ）を中心とした農家の収獲

は、秋の取入れの多少にかかっ

ており、このころは台風の季節

や、秋の彼岸とぶつかることか

ら、収獲期の天候を心配するこ

とば。
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